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国
同じ
品物でも新
らしい物の方が

お
安く
ついてお為
です

唯お
値段が
安い
ばかりがお徳で

品物をお
安くお買ひに
なつたさ

お
思ひ
遊ばしては大幾で
ござい

本庄
商曾は
絶保
ず新
製品を

敗米
一流の
大食
祉
から
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豊富に
新
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品を

最もお
安くお
願ひ
申
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fe)
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つて
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ません



ROSS LENSES AND CAMERAS

僅か 50 圓 也

回四第

ピコレ ツトシ トナー F63付… 52.00ソフト 裏付 上等和 150ベストフ 非 ルム修本 50。66 ROSS \\ ロツス
\

セん サー令証製 .3.50
英國 ロ ツス會社製 寫眞鏡玉及寫真機械一式 割引額……..2
ロツスレンズの他に 優れ たる は
使用者の等しく知る 虚 なり
指名せられよ … ロツス製品を !

50.00内地荷造渓料北、、精太
本庄商音通信販資部日本 紳戸 輸入 元合名會社 本 庄 商會

本月2
和合せ特價

品

讃
者に
のみ
提供
。
破格の
寓
真
機

第四個目の「寓旗さ
活動」の讃者に
のみ
提供す可き新
らしき
最も安慣で
携帯に

使利な
最小形
カメラを御
紹介
します、
前回も
全部資切れさなり
お断りした方々

のる
に持さ
遺悠に
思ひます。

令回は
前回及び
前々回の
結果御斯りした方に々野する
奉仕の
意味で
特に
破格を

もつて
提供します。
如何に此の一組が安償で
あるか皆機が一目
定慣を御党
下さ

ればお
列りさ思び
ます。
組戴は三十組
限り
です。前監の
やうに御註文が
殺留し

ましては又焼念年らお
斯り
する
方が々
出来
ますから
還地の方ばなるべ~御
註交

は是非
電界を御
使用
下さい。
電署は
トク
ハイ
カメラ
オクレ(二組以上の時はそ

の下へ個敷を御
入れ
下さい。)

目番
番

下
六六时
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11I)
通三七三町宮

五三

用。金金
市活
三座

阿
電話。物

神特電新

獅逸園』

ンテッサー
曾吐製ピコレツト

カメラ
(
YK
一形)

F6.3 號玉付外
一粗
金五
拾
圓
也

此の
カメラは最小形の
ペスト形
カメラにして
携帯に
至便而かも最の富漢た速一

富
する
こさた得
ます、
カメラを
込む時は厚さ
僅かに
一時、幅二時
入分ノ三、

長さ四時四分ノ三にして
重量は七十五匁です。
印書の
大きさは
一時
入分ノ五x

二時午
なるが散に
旅行用
さしては
最も適し
ます
シヤーば二十五分二秒
より

五十分ノ一秒、百分ノ一秒
瞬間
撤影並に
タイム、
バルアた自
働的に
作用せ
もむ

あこざが出来
ます鏡玉は
精兵なる
アナス
チケ
マット
F6.3鏡玉に~て
一々
讃密な

る
試験を振て
販責して
居り
ます、
面して本
カメラ用の7
井化ムば
入枚織きのも一

SPす。



The Ross Standard Reflex Camera
THE ROSS STANDARD REFLEX CAMERA isof the highest quality and best workmanship through-out. It is fitted with every adjustment necessary for thebest Reflex work but has no elaborate and unnecessarymovements.The camera body is built of mahogany and is as lightas it is advisable to make a camera of the Reflex type.It is covered in morocco and all fittings are finished blackexcept those constantly handled and these are nickelled.Aspecial feature of the Standard Reflex Camera is thefocal-plane shutter. This has a fixed tension and thevarious speeds are obtained simply by altering the widthof the slit. This adjustment is made by turning a milled head and the shutter speedsare indicated direct. No calculation is necessary to arrive at the speed at which theshutter is working. Exposures range from 1/14 sec. to 1/800 sec. and time exposures can be

今直ちに御照曾せ られよロツスエキスプレスの闘

ロツスエキスプレスF45 レンズ
総てに於て 最も卓絶 せる レンズで あります以下の各種類を

御ゑらび被下ませ given. Antinous Release may be used if desired.
Areversing back sky shade ample bellows extension for long-focus lenses and a rising andspecially rigid construction are provided and all adjustments can be madequickly and easily. The back is of the revolving type andis not removed from the camera forreversing. A leather carrying handle is fitted to camera and wide webbing sling is supplied.

“ ロツス \ エキスプレス レンズ ” F4.5 その他各種 falling front
135 M/M F #L I150 \ I 本 神戶 輸入 元180 \210 \ 中 板 用六 中板用 合名會社本 庄商 命 The Ross Panros Camera

程がの離がま 又速 同程をれは 何悶 の層地約五 望目 。度一 孔孔 。 て 一 の 開 描厳岡 の 遠的 :が で徑徑 さ あの鉄 係 出 正其 歪 鏡物:鈍馬がにのる こ玉 的 を な他 曲

HE ROSS PANROS CAMERA is a highlyefficient instrument of the folding focal-planetype. It is constructed of the finest material through-out and its various movements make it an excellentcamera not only for high-speed photography but forall other branches of hand-camera and even stand-

線一がは れ狭を 包ばき 要括= の貼の是町 しすーにの用 一の に ま るし深途主遠孔目 てす に 慶 て度に薦 す近 神的 高が は

其鏡ば御真寫要 か一分善 の玉 な使否嵐類玩必ば り 途 は鏡す玉要組まに直 手 玉るの な織 ぜ離らばるる上んじに 富て撮演類のれ 適影機み 。 富 の械

はがま

た接 ! 護 供 camera work.の離くたなさし或径くを製 さ 是故 ら鏡 Itis built of ebonized pear wood for lightness strengthdurability and appearance and the body of the cam-era is covered with morocco. The camera is as lightand portable as is consistent with absolute rigidity.The chief feature of the Ross Panros Camera is undoubtedly the extremely simple yet highlyefficient focal-plane shutter with which it is fitted. This shutter is self capping so that theplate cannot be inadvertently exposed by setting the shutter when the sheath of the dark slideis withdrawn. The Panros shutter is of fixed tension and instead of both the shutter slit andthe tension being adjusted the various speeds are obtained simply by altering the width of theslit by turning a milled head on the side of the camera and the speed is indicated direct on a dial.The exposures range from 1/15 sec. to 1/1000 sec. and automatic time exposures of 3 1 2

な き度の事鏡胴胴絞 た す は るす も がでん玉ににまの逃す示のは闘り 整る響た正なて変
す程速 かす 有順係 のでら葛密ナま程小速な ら も 効交的記 あ寫宣橋 ス ゼ度 さ 違 に けの度る敷 の孔較孔張り度術 正チん密る

主 す 途 略 多 る 果の記少 も に主離しの の影脳じま差 な響髮 圖 可寫寫 鏡 す 異 御をあ軍事学 に徑り徑號 またに し ア 大な 目 の ざに に n も の寫成度場玉が 撰與 り
玉 か通職

是得間くをがし さの例長示低て焦數へき す位焦點学ば
す镀要 た マ きる 的 鏡 る可大 の迅建 焦も に性 る もツ く も 物 玉場な 建 すは 速築 點迅て 次 相 ま しま 成 す てらか其りで鏡 すでなて向す 玉 に すり 用 即距 物 其 る 等ゆち 離 を の は 首 長な ひの徑 も距離刻 きるま 種

and 3 secs. or prolonged time exposures can be given with the pneumatic release.

寫真鏡玉
に
就



The Ross Xpres Lens-45 for all High-Speed Photography56
THE ROSS XPRES LENS with a full aperture of F/4.5 combinesextreme speed with a quality of definition unequalled in lensesof the same aperture.Its critical definition at full aperture is maintained over the whole ofthe plate and even after considerable enlargement no falling offquality is visible. An enlargement from a negative taken with a RossXpres Lens may very often be mistaken for a direct contact print.Faults usually associated with other lenses of large aperture such as Ghost Flare and Coma are totally absentPhotographers specially interested in Reflex Focal Plane and Press Photography Sporting Events Indoor Por-traiture and similar subjects where speed with definition are essential certainly cannot afford to use anything but

in

a Ross Xpres Lens.
Equiv. Focus Plate Coveredinches No. Plate CoveredinchesNo. Equiv. Focus

132 x 213133 2341 345 453

64 x433 in.33453
71in.83101216421

500 7 511 789.10
8234
831012

x658x 10
1166 ..

The Teleros Lens
THE TELEROS LENS the latest product of the house ofRoss can definitely be claimed to be by far the finest lensof its type. Being light and portable with a comparatively smallback lens it is the ideal telephoto lens for small hand camerasof both Film and Plate type as well as for Reflex and FocalPlane Cameras of all sizes. Having a full aperture of F/5.5 andgiving an image rather more than twice as large as thatgiven by an ordinary lens at normal extension the Teleros is admirably suited for the fastestfocal-plane exposures and is perfect for all branches of high speed photography especially

春 の 調 加藤 結太郎氏作品
when a close approach to the subject is in any way difficult.

Infinity Back Cellto Screen Back Cellto FlangeEquiv. Focus Size Plate. Inches Flange Inside dia. Length Overall
9 in. 4 in. Iin.3.x 2.41x 31x45 x 3564 x4%

14in. 2s in.33343
11568°

12..121317 1-22 .. 2411
-3-



手
向けの曾
限り
なき
オご美さた
持つて
空し~
逝いた

そのかみの
詩人
小野小町に
一枝一東の花を
手向けやうき
去る

七日
東京の閏秀作家達入十敷名が集
つて線濃い
上野の
龍松亭

で
その手
向けの食を催したこの
冨旗ば常日或5
冨箕家が
撮影

された
ものであり
ますが、
素人方でも新ふ云ふ風に
立派な室

内高其が
容易に
出来るの
です、
試みて見
ないでた
閃光
粉

こるこ
Esg五
小事が知何にも
大事のやうに
思はれて室

内篇寅に手を
出さい人があり
ます
が、
それば
大きな
誤り
です

閃光粉ば
決して
危険なもので
あり
ません、
殊に
ハゥフ
閃光粉

6豆
ャビルS増も安全な
もので
あり目つ
素人用
さて
適した

SPャ°

公園の
午後
ロI)

~
一ン1
浴び水
なあ

びて来た
奮島の群に豆むや

おさ
彼等は短かい尾を振り

い細を
更に長くのば

し作ら
寄つて
来る、
順一さ

*
44Erキ6
止めるのも

ハーフ内光粉
至極
簡軍に

使く主す

本品の器は内光器た縦ねて

ゐ
ます
から
わざく内光機

たお
求めに
なる
必要
なく導一

火線によつて
登火されるや

rリ
P
り
ます。

郵券金四
拾銭な
御途り下

されば一
ケョム入一個御

途り
致し
ます

~
此日
套局の
ために
子供は

リマド
継J~
遊んたここ

るー(
富る
講演家のスク

Aト
a
-)

『
阪崎
出羽守』と
その

トリツク

富其は松竹
蒲田の
作品
勝見
庸太郎氏主演
小田
滴大耶

昭業総S「
監室
出羽守」
における
トリツグの一堪面

で
上園は
模型の
大阪城撮影中の塩面で
大阪城打
入り

の
場面をこの
模型を二重
焼付して
下岡の
如く
完全な

募面を
製作しに
もの
です。

撮影
合社に
於ける斯
うした大仕掛
な
トリツクは撮

影
技師の腕によつて
出来るもので
難しい
もの
であ

ろがこの
やうに二重
焼付た他の
方面に
利用すれば一

砲分
いろんな
面白い映
書が
出来ます
元より
素人活

動
寡其家もお考へや
うにょ
っては
想外の
面白い



我 價堂春同真貨

校學官士 (央 中 ) 啓行 に 合覧展 料資興復 下 殿宮政播 (上左 )覽台御を會大技術馬軍陸下 股宮政攝 (上右 ) ん さ 千 愛 川江家 作の『密秘』 る れ さ演上て し作劇 てめ始(上左 ) んさ昇 呂竹豐夫太義女る す 退際 り よ 道 斯(上右 )け 於 に 口 漢 ( 下右 ) 車電の 京東 だ :ん込び衆へ中の 川、 ま た し載満 た客 乘 ( 央中 ) (左 )ん さ 子秀 田柴の妹 さ ( 右 )兒學小 の內 市 は で校學 小 國帝の 鴨集( 下左 ) 店商 那支 の近附 門 智 大た : し 擊襲た店商人 邦の界祖英 が徒暴人 那支 る海部财の士 行飛(端左 )田前 (央中)池菊たした功成 大に行飛離距長 の間京北濱追(下右)會動運念記 年十五校開 の
。議會長團師國全 る け 於 に 省軍陸 ( 下左 ) 告 報况狀 に相 。たし 催か養供 の 篤 の形人 たれ離の胴 や首 め集を童

-7- -6 -



Co

(左上)
東邦キ本マ作品『四谷怪談』五月信子壞
.森子樓共演一

(左下)日活作品『世界の
女王」高島愛子暖▪南光明氏共演一

(
右上)

(右下)
松竹下加茂
作品『徽流の叫び』國嶋莊1氏主演一

;7ウマかン
作品*ー

71木加1樓
主演“

Forbidden

Paradise \\

本誌のために
各俳優の方々
から.

(上)
國崎莊1氏

(中)
林
千歲壞

(-)
ロ=

アスッンソン 夢

(其七)
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活動寓真
撮影場と

グラフレ
ツクス
カメラ

10

メリー
ビツク
フォードの映語た

製作中の塩面で
あり
ますが此の

高翼にも
ある
如く獣米の
撮影場

Pゼ線
撃回時に
グラフレツ

AK
要
SP
その
場面々々 を

SビA
ウがャ*1三郎を用
ひてこ

の
堪面
寓異を
撮る日本の
撮影場

も
最近、の
瞬間
寡異の
完全に出

※
AnN』
ツクスな
使用され

るやうにな
つて
和ます

営商倉は少ラ

フレックスの
種類

を
~三意して居ます。御

希望の向は第一に
常商合へ
御照

普通

寫真

之波(冰

111
K4

大抵
此滅度
た行ふようにし
たら
手に
恋付、
閃光器を捧
ければ安

一無水五
破酸
曹達1匁三分
完全な
陰蓋が得
られ
ます。昇
全
です

初的補力を要す石乾板(又区7

井ルム)を
清水に浸
むて潤ほひ

た奥へ四五分の捻
引上げて、之

た右甲液に入れて薦偏
なく
楽波

1難
に
から
たらし
ます

種板は追々
乳白色に
奨色し途に

は
全然白色さな
つて書像が
消滅

JPJ
がる
がす。
出液に
て

十分
乃至十二三分糎過した
なら

ば
引上げて
清水で洗び
次に
今度

ゼ年SN
送設す。
さう
する

は
毒築、
赤色
血瀬圏は
劇薬
です
使用量一

不
完全
办陰書を

蘇生
せしめるには

から、
取扱は
憤重に
行ひ、
無精
人像
には0̂最瓦(
ゲレン)

そ
合には1\0五(二五
ゲーレーン)

衛逸
ハウフ合製製補力液は
原中集合に
は二、0乃至11、孟五

(M0乃至、0
ゲレン

大集合に
O
乃至五式

(K0乃至
0少レン)

次に
燈光影
ですが、
一層夜景

高翼き
云つた方が早
解りが
する

なしてESけ
ません。

液の中ヘフ
非心ム、
乾板を三

分間程入れば完全
なる
確力が

出来
ます四
ンス
入金八
拾縫

夜間

寫真

愈々
乾板を
現像して、
もう後は

印高紙に
焼付けて豪紙に
貼り付
書像が再び
現れてfoつさ
鮮明な

こS上回
監がで
こざ
つけた評
濃いものさ
なり
ます
から、五分

で
あり
ますが。
出来上
つた
種板一

で
直ちに即
蓄法な行
つてょいか

さ云
ふさ展い
揚合
さく
ない
揚

合さが
あります。
どんな
場合が

長くない
かき云
ふさ、
露出不足一

又
現像の不足の為
め陰書が
薄い
線の下で富した
陰書、
撮影前に

し
鮮明で
ない時、
露出
過度又は
多少(カプ9)た
生じて居たも
粉等
各種のものが
賛責されて居

現像
過度の為め陰蓄が渡く
同じ

~
鮮明な訣ぐ時。
これらは
印書

紙に
焼付けるさ
前者の
場合は書一

面
一帯が薄
黒くな
つて
地下室で

幽霊を見た楼になり
後者の
堪合

は
白妻のお化の様で
全く
富翼に

なる
慣値があり
ません。新う云

4
藤物
同機の陰識を
蘇生させて

立派な
印書を得るき云ふのが
確減度を
要する
種板には、
右甲液

力法さ減力法本楽の
目的であり
一
ォンスに乙液
敷適(
大抵四五
造、

アグフア式自級閃*器は参

書間日本
室内を寓
すき下部は

光線其き為に明かに顕
はれ
ます
|
こ
ゼーき

ミネションPの

夜の雪の
街路、夜の交番、
銀座

の夜等に鹿用して
特殊な
雅致あ

乃至
十分で
引上げ三度
清水で洗

S
ビ混るこがo
空
出
報興
が、
上部は
光線
不足して明
かに
る、
そうしてお
つつ
リたも

初めての人な
驚かすこざでせう

此
仕事は、相
常時日の
経つた種
撮影
する
より
閃光を
使用
する方

リ
に
家ビ
あります。

次は
被度法ですが、
強烈な光

顕
はれ
ません斯る
所ば日光にて一
S会

こがす 。

城~Rッ
SP、
こんな容易

さ
S
さSでせう°
カメラを

周定して例し
たり
位置を換へた

りし
ない事が第一篠件で
極限度一

に
繰りは
開けて置さ
イルミネ-

ション
ならば三四分
以上、
徐程

明るい街
ならば十
分間内外、藩

会安響球を
に
す
内光さ

ば

マケネシウに
促燃剤を加
へた一

もので、
ハゥフ内光粉
Y.H
内光

の、
現像液中に
長く
浸し
過ぎた

もの等は皆
此の方
法で
救渡”れ
製にて
一番
優れてい
ます

て感源な陰

はつきりさ出て

來主す

コがケ
くかフ内光粉は弱逸

光
粉は
適富な注意
さ〈
忘らな
肌の水遷
ならば十分間
内外、満一

ければ
決して
危廠なるものでは
月の
樹立
さか
公園ならば四十分

あり
ません、之た
使用するの量
以上
大略
そんな
見富で
露出
しま

す
郵券金四拾袋御
途り
下され

ば
霜逸
ハウフ合武の
閃光器を

熊れた
関光粉の
見本一個御

印液水1次亞硫曹途
一级三
分離にで約一
ラム一間和增す每

減
度
液111

>K+
リP酸
理会
輪合4~行~S
です

目的物さ
カメラの間が一間の距一

|*
AK
21
4を増せば
室内の撮影

に
失敗は
あり
ません、之を登火

せしむる
閃光器は
和製
帝国
五拾

乙液一亦色
血盟
五匁二分

途り
申し
ますe

网光器
小形金登

回五拾儀

摘)な加へて用ひ
急速に
滅度す

る事、
又は
極端に
憐度する事た

恐れる時以乙液S
配合分量を加

減し
ます。
乾板(叉はフ井
ルム)

本
器の楚火は自
働的です
から

非常に
便利で不
の虎れが
あり

ふウフ閃光粉

先づ
露出
不足、又は
現像
不足の

陰描を
力強い
鮮明な
完全品
さす

舞世a
幅明
いたし
ませう
当
器型製すには矢
張り五

O增
度液

金六
拾錢

11十国島か4く

愛火せ
しむるは
演機の
後部

より
少し
捧げて壁火せi
むれば」

金管回武拾錢

会区本姫水で調
みな奥へて
から

にします。
作業後には
完全に水
危険
なく目的物の蔭は後に
落て
五十
ケラム入」金管回五拾錢

111
K4
\五分三屋
洗
ひなして
乾燥させ
ます
自分で
藤面には諏
れ
ません、
大量の

五分三風
多少カプ
つたさ
思ふ様な
種板は
強火(
十瓦
以上)にけ濡
タオルた

11おが
R

甲液
奥素
加里
(
昇汞水

金四
拾五
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月蝕の

寡兵は
どうして
撮影
する
か

一昨年の
月蝕ごその

経験

の
です
レンズの欠

イアケラムに
が水平線の低所に於て
起る地万

は
少し
ばかりの
開きた用ひて一

秒毎に

ッヤッターを
用ひた
ので
きが
出来る此の
堪合に於てはレ

ある。
最初は
太陽から
楽る

に於ては水線平も高翼に
撮るこ

ンズに
於ける
トップは
出来るだ

け少さく
シヤタ-は
出来る
限り

早~用
ひれば
ならん
其の他の一

少しの
光線も

1九二三年の
九月十日の
日蝕は

私の
日蝕
撮影に
好機合を興へた

私の
知れる
通り
日蝕や
月蝕は太
の
もので
あつて
晋人は
普通の早一

陽さ
地球さ月が
一直線上に
楽つ
取寓翼の
焦話
距離が僅に
七叶な

た時に
起る
現象で
あつて
日蝕
はる事を考
ふる時其の
撮影せ
られ

月が
地球さ
太陽の間に楽て
地球
たる
日蝕が巨大
なる
もの
たるこ

か月の平国面の
投ずる花の中た

通る時に
起るので
ある。
記錐に
きるた得

で
ある。此の時の寓異に
用ひた

カメラは
其の
焦詰
距離六十五駅

手績は前迦
10太陽が鮮明で

Rト-
A

最初の
日蝕は

※-
6階

露出には強
過ぎる程で
あつて撮
出な防用びて
過度
がれば
ならん

影せられ
たる像は
ぼんやりした

傘
著て居た而
て
太陽の
反射
ません、
若し
太陽が水
蒸戴でぼ

光線の
ために虚々に貼々
が
出来
ん
やりして
ねる時には
現像の時一

たが
熱し
太陽が西の
旭平
線上に
間を
普通の
擦合の
分に
せれば

傾くに従つて太陽の
光線が
弱く

なつて
充分なる
撮影が
出来るこ

さに
なつた、
これさ
同じ
撮影を一

然し下ップさ

ッャツターの
速力

さば
上記の
方法た受しては
なり

ビ図十斗書のごで
あって
支那

するこ

の
文学に
記録して
ある此の時の
第二岡の

ロに縮々
や
あつた
最近の
日富
より

蝕は一九一入年六月八日に
起つ

たのさ一九二三年の
九月に
起つ
ものが得
られる而して
強い

た
ものである此の時のは
部分蝕

であつて
太陽の不
圃面の太
部分

が
かくれた第一岡国に示す
寓翼は

太陽の平
圃面か月の
平回面でか

撤せる
日蝕の形を
撮影せる
もの

くされた
ものでい風を
さりま
が
入叶一○の
カメ
で
撮影
せら

稍少な石

寓其
機械の
修
糖
は

高武
機械に
最も
験さ
自信

さ新究の
ある
本庄商令
修繕

部了
一以新5
智識

ぎ
優秀
なる
技術家に
依り信

原板を用ひて

これを
撤大するこさが
出来る連
するには
カメった

堅牢な
三脚憂

迅速に
呼寧に

国リ
……
…
い、地方

よりは御郵途に
依つ

で御
申越し
下されば
責任

国P響

致
ます

いて
ゐる傘は

れた而して
撮影
に際しては五分

間毎に
露出な行
つて十入回の鑑
の上
右角に像た
得る様に
レンズ

に置いて
コダックの
見出し
眼鏡

太陽の
白光

出6
国富a
いで
撮影した
もた
向け
なくては
ならん 。又日他

硝子棒を
以下
充分擾拌
不

溶解分の
ない様
注意して用び、

歪
硫酸
曹達

無水、結
品等あり、
無水は
結晶

の約二倍の
効力を有って
居りま
定着又は
競性
ハィボー
定着液で」

fす。魔き範園に於て寓箕に
使用
結構で
あります(
ヘゥフ
合計製

越縮4つ
壁幅リ
焼付け
られたも

のや他S
がャ°
換言
すれば
陽書

寫
真

科
一學

幅

アミドル(
オンス入)金七拾五鏡一

(匙一本金拾五銭)

印書を
陽書さ云
ふさ封して
種板
される
薬晶です。(

ィーストマン

に
出来上
つた
黒白買盟に
反封な
無水

アリエサン金七拾五儀)

お
縮盛S
リり
陰書さ
云ひ
ます

也)
瓦斯
ライト

紙
印
書
法

◆
位置
視

暗室
ランブ

被富微が
カメラに
収まる
位置を
種板は
すべてに
原板さ
なる
べき

親る
こざ、
及び
其の
機械。
フア

ャ>ム-
盟良さ
云ひ
ます。

フアインダーは
レンズ板の
右肩

叉は
左肩に
あり
ます。又
種類に一

依
つて
暗箱の胴電
上部
中央に在
寓
其材料は
一切英園

ゥエリント
及乾板7
井影&印高紙等を扱ふ

つ州ャ°

トトャンダーに
普通二

種
あり、1つは小
レンズ
より反

リントン
乾板の紫札
非常
迅度
此燈の
目的に
纏り、深赤色
電球

射鏡に依つて艶消
宿子に
映像す

る箱形
反射式

フアインダー、1

つは
四角な
凹鏡な胴の
上部
中央

に
立て、
それた
透かして
破宴管

の
位置を
見る膝に
なつた
もの

いづれも各々特徴
を持つて
居り
像
補助
レンズであり
ます。
最少

ますが、

フアインダーのみた手

ヴェスト用
から+
戴種あり、同

アロマイド紙、
瓦斯
ライト紙等

頼
つて
位置を見ろの
は
あまり耳
証製

カメラに取
附けて極~近距
の
現像紙用
現像液で
あり
ます

いこざでは
ありまiせん。
正確な
離の人像を
撮影するに用ひら
れ
此液は永ら~
保存しては幾質し
サイr紙さ云ふのが
有り
ます。

機で
なか!~
不正確なもの
が多

不
感性
光線の赤光燈で
あつて、

石油
ランプ(角燈)の醸の
ガラス
焼棒には
原板の藤面を内に
向け

◆

DHSA と
臭
素紙
を赤
確子のみ又は英色
硝子
朱色
印語紙の膜面さ
合せて
装置しま

硝子の二種にて
覆ひ、絶費安会
す。
露出
時間は五十
燭光で二三

十秒
内外、
然し
種類に依
つて聴

なからず
差違が
あり
ます
から、

始め二三回は小片で
試し焼
なし

て、
適富な
降間が
分っ
たら本焼一

たし
ます。
現像
定着の
鷹理は展

々
述べろ
通りであり
ます。
瓦斯一

サンプで
焼けげ
時間が割合
簡約

出来ます。
カーポン
ケリーン

H46ビ三
Hりの印書が美し

い
回シャ°+
ピヤ調色を
する

には、

プロマイド紙セビ調色法

其の他

ウエヨントンき冠稀する
光線
さした
ランプ。
感光性
藁晶

>
出6
認目Pあり
ます 。
ウエ

には是非
無ければならぬ
もの。

及赤布を
覆おた電
燈等も
暗室ラ

(中板形印書紙1
打金七
拾義)
ソプの
一種で
あり
ます。(
イース

マン
石油
ランプ金参
囲或
拾五

(ロー>ト
用金
登国)

乾板
さて
有率
です。

アツタチメント
器)

ャード とト
辻
製作険責の人

◆

アミドル
現像液

回
おがリ 4り
ます 。右の他

(1&
AsR-
ントリ 中板一

ます。
ダェストの
如きば六呪以
ます
から、
使用毎に
調合して使

外の書像に
既に
鮮明を訣
くさし

がすが、

アツタナメントな用ふ

れば其の定
距離三
で
立派な

鮮明な
寓異を取
める事が出来ま
は火の
通り。

ャ°
HK-
上、それ
ぐ合 ひ

ます。
無水至
硫酸
曹達及びア

とき
赤唱
するには
デアミド

トHヘ
-2望を用ひます。
方

打金七於五錢)

O
イン

スタンド

アンチハレー

(1)の
マークが極爾
単な
シヤツ

-!A
つがす*
-Eャ)K以

シドの界稀で
瞬間
露出の時
指針
止
指定の
距離に
擦り
ます。(定慣一

飛影
防止
乾板に
同じ。
夜景
寓嵐

イルミネーション
撮影等に
適し

てる
ます。(
ハウフ食
計整色
乾板

手札
一打金壱園
儀也)

無水五
確酸
曹達

11条

之
此處〈廻心去す。

金堂
七拾五綾御
註文の時は鏡

玉直裡
寸法御通知
下さい)

トwとと

一杯

◆品
書

臭素
加里
龍和液

川郷
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「

セブト」を

利用
して

世界
一周の
映書を
作成

普通葛

活動どちら
でも
自由に

撮札る

失敗は
紹無で

リ
か合

胸を
引伸して渡
付ければ
立派な

P
Pあ

スケツチ富異が
出来
上る深で普

J
マくsn
JP
しくかPr

通高真機さ
活動寓
演機雨

ゴ

p
く4さ

方の
慣値を共に
完全に備へてね

ある、
さて
かうして
若し一枚づ

ぁかき云
ふさ二百五十枚の
記念

る

る
から
便利で
ある、慨に
一蜜持一

富真が
撮れる
勿論、
普通
コダッ

|
nu0う

かり回盤=
中フ井ルムの入
SビA~
リャる 、

スケツチ
富営

*トとR×ト

くばもう 誰で
るJ

に使ふ確がで
楽る、
言ひ換へれ

も
よく知つて
るる
やうに
非常に

ママ
る

ぐわいこく

便利な
機械で
ある
或る
外園の

|Pャ
R

こく

へも
出来れば現像も
決して
困難

リ

P1P4
いやうな
場合は

が

こがにニ
ンロかる
J

一監
撮影
叉連
撤的の
活動富一

ゼ1
-6
城営とeリ

も

出來れば一本6
活動
寫真心
Pゼ
S際に
ンズは「エエ』さ

|く

るこざも
出来るので
ある、
尤も
稲する活動
纂箕
レンズ
専門の

って
世界
一周脈行を
試みた、そ
れに
入るフ非èム立近米(十
製作所で
製造されたF35
がつい

PRる
から*
るいこさは伝ふ

営
さる脳か
ャる時はその襲でそ

1城
営器
S
セブト を
一幸。

Jr4
るリ

ニ型)

製
国ャeリ
会
出来る から

る旅行:工勿编

JPvサ。
六尺五寸)で
ある、前に記
むた

して何
手本かの
映盗を
撮影
しそ

*

く
.

れた
揺ぎ合はせて
完全
な『世

長v
Jn
いがー
た

界1周
映畜』 を
製作し
高い
椿利

#シ
さ~回sの一秒時の
シャ

工場
家庭
學校

世界
一周
映書

す

*-

タコ等へ備へて
おくさ
非常に
便利で

|かペn
ペかゃか n
くるや

あ石
最近
運動
競技の
分解區

る
DPrYん

**
n

は

は五米宛を戴千本を
揺ぎ
合せた

ばが

金
たもつて費
つたさ云話が
ある

雨中
曇天でも

マ

|n

)
リ

*ト
-6
な
嘘手に

6P報時をの地で
初めて の試
ぜったい
09

たこの
セプトた
利用して雑読等

活動富旗が
撮影
出来るこ云

リ4時会線
1P
ある即ら

Jにト#ミ4を
揺ぎ合

はせる
に
使用して
いるが、
斯う云ふも

人剣を拍したさ云ふ、
セブトは一
リ
艦6さる

ごで
ありその一

のに用
ふるのにも
適して
るる

斯う云ふ風に
利用する
こざも出」

時計の
やうに

楽るので
ある絵た
かけて
おいて

捨か
かけておいて
撮影する際に
*
タンを
押せば五米一度に
撮影

*
>
監
ば
同時
照

リリ
三来
1編
城

セブトカメラ
(佛國製)

|
DV
っだJ作

F3.5
#

+
六『呪
那
金参
百参
拾園也

取枠
及び美麗
鞄付

こ
とP
6
連寫が
出來るL延に。
普通手

トリリ
田P
あり高つたもの

ャ

ちゃ×
かり回様に一枚即5

ば既に
自然に接
かれて

ゆく
やう

フ井
ルムの一胸宛な

タイム
なり
に
なつ
てるる
から一フ々
井化ム

9る
バルプなり瞬間
なり
思ふやう

同
取枠一個
金參

た
捲く
必要もな~二重錫しの一

う

や)
JPn
も

J29eP るに
走らせ
それな

vやS
し
色Sく。

内に
AR
時ふが
汽車の
衝突の

洪水、
雷、
火事、
地震ゃ

妻い

列車の

衝突

映書
の
持つ
魅

場面は
恐ろしく
凄い虚があるし
逆
搬影
すれば
衝突の塩面にな

|

当
ちん)

かし一微
アンナ大製裟な
椿事た一

ン出P
|vニが

リ
回
リJら(ア+山回内州

こSv

*

る
Pる

映語は雨でも賦でも雨光でも洪
原名「醇を
忘れし町」は

之を
映葛する
と

や
v
水でも
火事でも
地震でも
その他

古今
濁歩だ
づた

見富が
つか
ない

当
ニゴe
はし

|
レ

反野に
早く走
つてうつる
高速度一

JPJ

ニ
つ

6
確営会Nリは反封に
撮影
する

|ニや

時一秒に
普通ニ十四倍即51三

ーリ
り
。

百八
十四回理轉す石艺之が映

|

は

語
する時には
極めて
遅く寡る道

|く

照
区舗シゼAるが
原理で
ある

*
er
おしPn

汽車衝突を
撮すのに
二つの
方法

Sn*
時Pは
パラ
マウンドの

当や
6v)

幌馬車の野火事、

フォツクス社

ゴr

会
Ae
10の
方法は
トリックー

たり寓し
出す賭にい
おいて他の

|
unn3ゃ

Sるが
も
混従する
こざは

|ロート

Jp

の『ネロ』の
羅馬の
大火、
衝突で

|

ん

P
に

王来さこ総
SP
映語の
できる ま

eJと
は前者の
トリツクの
衝突であつ

は二

ニバーサル社の『
信雲塔』の

作
JPr
ニ巻
rn

汽車の
衝突、大
暴風雨ではチヤ

n
お

ーレスレイ氏の「
怒溶の
彼方」地一

*
マ

|
VJ
る
かな

での
苦心の中には盛す
細かな季

中
共

ん

P無R々編や出す話ご
クライ

5
Jをrう0

米園

バークセームス倉武製

最少
ネジ
廻し一

1本で二本になつて
居り

ますで
旅行用には必ず御」

持ち
下さい
し、
器械の他

繕に
最も
便利
です

一本

金参拾

超料金式
切斷器

堅質の
木材楽のぼ質の銅一

双を備(
印書
切断は
正確に

快断質に
心地よく
耐久力は

敬年の使用
に堪ヘイ
舶楽品」

Rる感約
る?の

其慣も又
低廉
なり

米国ャ
-K-rン令社製

中板用金参囲
五拾

手札用金武
五拾

AAS
器る
カメラ
ワーク の衝

越
シゼロ )ト
+11ー 氏の「ショ

紫る
国民ャ
事は質に
やさし

4r
るJe
0

い
若し衝突
する
機関車の
煙突

|

り
)

から煙や湯泉等が少し
でも出

人生の
出来事
を

vに
ツク』
絡火事では
伊太利の
史劇

|
物

リ稼り込 中
画の
苦心が
いる
それ「
カッャ 』等で
戦争の
場面で

にう
く

)*さ
は
早川
雪州氏
主演の「
戦争』
てゐ
なかつた
中合は一

|4
ニビャ

|0=ニカくおな

て賞
経験さ
同じ
程度の映語の持「
女性の敵』等はその

5
く

SEK

RA0°

カメラ
ワークの

総なSのて
ある

型日本の
映書に
なるさ夜間
撮影

給会
あ

くDv。

雨、
小さな嵐、
小さな
火事位

配
ょ「お%トAー

en
よう

リの内
でも
ざんな
技術た
利用す

|;
つ
(ニ

るかぎ 云
ふさ
奇術の所で塀の下

*る
る
るさ

るら4く
職当や
導合に
用ひた逆

こ総
SSn

ャトックス の大
場面

は
如何にして
造られる
かた
武明

がく

みしゃJ
いく

する
にをがや見た
富真の
代表
|3

あ

会P々
ッつ
立て
専げるほ )

|vもく

|
み
らい

S
はう~
や

的なものた
列記して
見れば洪水
の
作品はないエ1
ニバーサルの『
撮影さ
同じ方法で
よい
即ち二列

しを
かるくe

あり

恐らく

フォツクス社の『静の怒』
信誠塔」を見た人はその
寵憶の
車の機
闘車を
向ひ合ひに
もて後

き
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(I)1後の
ヒストルの音
でかラス鉢の
金魚が
消於ろ
|種
あかし
団の儀な
ガラスの
ピンの中に目に見

S篠な毛網を入れ
その中へ
金魚を
泳がせて
おく
白布た
かぶせて一、ニ、三、の合岡で繁屋の
助手が図の縁に
なっ

(三)
薄い紙の
帽子
から
ピン
はれた兎を出して製客に
アット云

-種
あかし
幅子ば闇の様に
一方に目に
付かわ様な憲が
ある
帽子
なかむ
つて親客に
安心させ
令度はわいだ時前にか、

た糸た
引けば綱は
金魚た
入れたま、底の方に
沈み
ます。

れる
この時
帽子の窓
から手か入れて
洋服の下に
用意むた兎を
引出して
手ぎわ
ょく
見せる。

(三)
子供
たかくす
手品
||
種あ

上服の上に岡の候な
肩掛

椅千を
用意し白布
た
子供の
前部に一

廻した時
子供は
手早く肩に
のる。

(
注意親客は必す
正面
より
見せる

※)(日)
赤血の二個の玉か
あり

まます
これは御費の
通りの玉で
あり

ヤ
H
るさるら二三回
手玉に取

るその内赤白で
あった筈の玉が白|

ビる
コリ製る-
種
あかし
ー一

方の玉には白い玉
の上な聞の榛な

ニつの異中から
割れる
赤玉で
包ん一

で
ある、二三回
手玉で
遊んでるる。

内
手早く赤い玉の
カラな
取つてカ

うた
掌中に
隠して
白い玉む
あらた

(
そ
SI)

ト#
24*
乾板なに
現像する
現像機

2
S区部

富分
毎月1題を
出題して皆徳のお
楽しみに提

1丁期

供し
ます

左犯の塵募
規定
により
左記の
賞品な
正解者十

名に
贈呈し
ます、振
つて
塵募
下さい。

◇
規

定
。

一、
鷹募者
ほ
必ず
本誌甲
刷物に
書きれ
住所
氏名

も
規定の欄へ
記して
下さい

二、
字
融
不明瞭の
ものは
さり
ません、必すイ

.
ソタ或は墨で
書いて
下さい

1、
締切日
七月十八日迄に
到着を
要し
ます

四、
宛名は
辞戸市元町
三
丁目
本庄商食
富箕さ活

富SロK
ホード係

住所
氏名

ララ

五、
賞
品
正解者十名に米園製*
スト形
アルバ

ム一冊宛離呈
但し
正解者多敷の時は
公平な
明

縱

の
鍵

全園に
最も魔く用ひられ且つ
最も質の
好い
日光印一

畫紙の名
海、池、
以外の
人工水泳
場一

本庄商合一手
輸入の
高速度
活動
寡旗機の名稀

9
お金を貫つて
品物をやる、さ

=
家庭用
さして
最も
完全な
そして安い弱
逸の活動
寓

此機の
名稱

失敗した事の
略語

..
れざめの
須磨の
閣守(
百人一首の内)

隣間
撮影の
寓旗機
さして
最も
完全な
イースト
マン

令証製の富
英機名稀

00

第一
回



の

歌:

華紅

長

插
書
佐藤
松

彼は
廊下を
突営
って、
其虐の
梯子段を下
りょう
ざした。

リ1か
さ此の時、
梯子段を下
から上つて楽る老姉人さ
パッタ1顔

0や
創一
唯に
决心Lた。

滋千ば令、何度へ行~のか
知らない
が、
恐らく
食後の運
『おや、
創一
さんぢやない?』

Prも
結人は
驚いて
呼んだ。

動に、川
土手でも
プラ
(
散歩する
積りなの
だらう。
伯度

1人でるるのは
幸ひ、
これから後な追
駆けて、
唐突に
後ろ

nる

『
叔母さん
ですか。j

リ

創一も
流石に驚いた。
そして
滋手に逢はない先に
致見け

地
。

から
吃駕させて
やらう。
彼女は何慶に
驚く
だらう、
併
しそ

る

の
驚きは
瞬間に
大きい
歌びさな
つて、二年
ぶりの潔造を心
られたこさを心に
悔いた。

『まあ
どうなす
つたの、
どうして
此虐へ

……。』

『買は、
叔母さん差の後を追証けて楽
たん
です。』

から
親し合ふこさが
出来るのだ。さう
思ふさ
創一ば、最う

凝乎
さして
ぬられ
なかつた。何造
までも
劇的に
進行して行

こ0
」

『まあ、
何時被入ったの?』

~此の
迦造の
裾景を、彼は紳に
感謝したい
やうに
思つた。

彼は
直ぐに
ペルた
押して
女中な呼んだ

『
S3

線いた
ばかりなの
です°』

『僕
これから
散歩に
出かけるよ、あの
川
土手は
どう
行く方ー
『さう私
吃鷲し
ましたよ、
演逆
創一さんが
此虐へ楽
よう

は
思はないん
です
もの。』

が
近いん
だれ。』

『彼所なら、裏へお
廻りに
なれば
一筋道で
ござい
ます』

婚人の
言葉には、
幾らか
詰るやうな
調子が
含まれ
てるた

『箕は
内で々、
叔母さん差を
吃鷲さして
上げ
ょう
さいふ下

『
さうか、5や
行って
見よう。』

る
ASたR
ですハ
」

*リ

『
まあお
入ん
なさい、私達の部量は
つい
其の
角なのょ』
『れ
nPト』

v.る。

さう言つて
豊子夫人は先に
立つた。
其の
態度が今
までの

き創一ば領首いたが、
終りの
一句が彼の耳には妙に
楽い

総
想SP*何さ
なく
冷やか なp
うに思
ばれた。
創一は

今
少し
大きい戴びを
期待してるた
だけに、
夫人の此の
態度
『何年に
なるの
でした
つけれ。』

Jる

こ

た
見るさ
裏切られた
やうな
心地がした。面も彼は
折角
滋子

創千
夫人は話材を
探すやうな調子で
言った。

4nもが
『度
二年です、出
致したのが
一昨年の春でした
から°』

『さう、
案外早~
暗つたのね、私ば
少くさも三年位は彼入

の後を追証けょう
ざしたのた
断念して、
無理にも夫人の部

ニ
Je

屋へ
挨拶に
行か
なければ
ならなく
なつた

*リ
m

其虚は
次の間の
ついた
椅麗な入

し、
見晴しは
自分の室
る
だらうぎ
思っ
てる
ましたよ。』

豊子の
言葉は何さ
なく
冷やかで
あつた
。.

『僕も三年位はるる
積り
だつたの
ですが、買は
一身上の間

はざ
よくないが、
部屋の
調度な
ごばずつさ
上等であつ
た

|セ

創一は歌まつて
座り
ながら

『
叔母さん、
留守中は
種御々
厄介に
なり
ました、
皆さんお
題の方が
極りが
つっいて
からの方が、
落着いて
研究が
出楽る

の

婆りが
なくて
何より
です。』

『
創一さん
こそ
無事でお
婦り
なす
つてお芽
出度う、お
思ひ

るらり
頭るがJP、
それやこれやで
一度節って
見る気に関な

つたん
です、吉岡
先生も其の方が
好いさ仰有るもの
ですか

に
行く等
でした
けれぎ、
何分
滋子の身電かは
つきりし
ない

S
やすから *
ついn。』

「成程门。」

『
滋子
さんは御病鼠だつた
さう
ですね、
叔父さん
から聞い

豊子は
ロリさ
創一の顔を見遣つて、

Jdな1

て
驚きました、賞は僕が
唐突に
此方へ参
つたのも、
若し僕
『1
上の
問題さ
いふのは
結婚のこさでせうが、是ば併し

るS
編京をお急ぎに
なる
やうなこさでも
あるさ
不可ない

今の
貴方
さしてば考へ
ものだき思び
ますよ、
それに
溢子も

るり頭Sが
て、
それで
叔父さRの
した得てゃ
って楽

まだ、身礎が
あんな風ですし、
よし
丈夫に
なつたにしても

たの
です、
滋子
さんの
御機子は、
其の後だん~
好い方な

まだ一二年は
あのま、で
置いた方
がれ、
相方の修ださ
思ひ

のでせうか。』

ャ4°』

『、最う病無は疾うに癒
つて
るるのだ
けれど、
あさの保
『
それは僕も、降期の間題は
決して念が
ないの
ですが

会生
をるき
思って、
何時
でも
呑気にさしてあるん

Pニ

たり
=
SSてあ
ないさ、
将来お
互ひの
不利金だ。思び

ですよ。
あの無も凌非家に
取っては
大切な身識
なの
ですか

がヤる s』



『r
シャnるs。』

禁が
無力を見A*川に
面して
建て
られた
冠木門 に、国

る共和

ャリr
S同
製
SSて
あるのが目に
入った。

る。

*3.

豊子は叙
乗りのし
ない
返事をして、
令度は問(口を
喋ん

J州で了つた。溢千さ
自分さが
結婚する
さいふこさば殆ど
決定
「
あれも
宿屋だな、
玉屋
よりか却
つて
此の方が見晴
しが好

的な事賢さして、
博士
夫妻も是を
認め、
本人
同志も
喜び合

って、出役の際もそれた
楽しみに手な
握り合つて
別れたも

のた、今になつて
夫人の口
から、何さ
なく二人の
結婚を歌

さう
思ってだん~、
近づいて
行くさ、
不意に門内
から、

こつの
人影が、縫れ
ながら出て
楽る
のに
出合
つた。
それさ

|Jr
か

る

「るに
*

ばない
やうな、冷かな
口吻を
聞くこさが、
創一に
取っては
見た
瞬間、
創一は
ハッさ
驚いた
傍らの薄の藍に身た
避けた

甚だ
意外でもあり、不瀬

此方は暗いので、

先方には、彼の

『何か
原因でも
あるのぢ

姿が見ねなない
ら

ああるまいか?』

しく、
何事なか繁

創一の胸には滅い
不安一

さ合つて創一の前

が
流れた

20

行く手の
闇

人の姿は若い男さ女、面も一人は紛ふ方
なき
滋手
であ

らた。二年
ぶりに相見る
懐しい
彼女の姿、瓢びに頭

豊手夫人の室
を出た創

る彼の心は、

1は、
滋子のこさが親に

J
る

たい

が、
其の瞬間、律れの男に封する
競い
疑惑は、彼を

なるので兎も角も後な迫

強いて後へ
引戻した。彼に息を殺して
凝乎さ二人の姿

近けて、
よく
事情を
聞い

心。て見ようき
思つた

た
見途
つた

こ

男さ女ば
如何にも
睦じ
さうで
あつた。
滋子の
態度は

0る
S4Y
s

浦野川の
土手は
既に
悉皆夕の幅に
包まれて、
河鹿の酔

今

」

が何虐から
さら
なく、
憐れげに聞
にて楽た。背史程も
ある
て
彼女が初想の普に、
創一に封して
接したさ
同じ
態度を一

*か薄の葉が、
サラー~さ秩に属
れる
土手の小賀を二三丁程も
以て今の男に
接し
てるた。
それは
揺でなくて何で
あらう。

は

歩いて
行つたが、
その
逸りには
滋子の影も見記
なかつた

然
らば伴れの男は
果して誰か?創一の心は
激しい
怒りさ

*
をも

『何
へ行つたん
だらう
先刻宿
から
見いたのは、
確か此の一
憎みさ
嫉妬さにわな
、
頭いた。鎮に
ながら見
隠れに、

逸り
だった筈だか。
…』

彼は窃き二人の後を
尾けた。

Sが

「g*家
冊
上げた
通り
ですわ、
貴男が出慮に破入つ

た。彼た
幸稲に
する
ものは
彼女で
あり
彼女を
幸隔に
する者

ては、何
うしても

都合が悪いさ
思ひ
ますの、
若し泉
さんが
は彼一人で
あるさ借じて、
楽しい新
家庭を
夢みつ、令日

Jでリ突如に此の
温泉へ
でも遣つて楽て
御覧
なさい、
二人の、さ
で
希望の日を送
つて秦た身が、
錯朝
早先々
づその
熱愛に報

が何うした
つて
知れないではゐ
ませんわ。』

こ

純る
やうな
態度で
滋子は
言つた。

ひられた
ものは今管の
この
光景で
あつた。

『俺は捨て
られたのだ、
滋子は
既に
……」

『
そりやね、
だが
知れた
って何
うなる
もん
ですか、泉が授

40う
思ふ時彼は
世にも
憐れな
孤覇の
自分た、涙の谷底に

ら
貴女を
奪ひ返さ
うざしたつて、僕は確りき摺へて
放さな

いんだ
から。……
ね1
滋子さん、何うせ
知れる時には
知れ

戻

ィ
の

Sが
1Jv 。

ますよ、
から
取越苦勢たした
つて

仕方がない、僕も
貴女

こJにSrSやる、

の為に
親友の泉を
捨てた
以上、何麿
までも彼た敵
さして勇

るく
*

敢に
闘ひ
ますよ、何に彼慶奴に貨ける
ものか。』

11世
ES窓Pあった。リる、希

愛人の健さ篭の
やうな撮を語つて、川
土手で
別れた
滋子

|ち
男は肩を蛭かして
言つた。

*u

で

ゼ*
S出(
端べ~*
除S田
国道を歩いて
あるさ、

二人の壁は低い
けれど、四逸が評かだ
から其の
勤話は豚

る

たちき

然さ創一の耳に
響いた。
同時に彼は
博然
さして
立つた。

J4型=を

21

卵
さ行~手に、影の
やうな人の姿が
愉然さ停んでるるの
を

おく強見した。
倖然さしたが、
さりげ
なく
行き過
ぎょうざした

「あの壁
こそば…
創一は
管闇の中に、 男
の後萎を透

して見た
『
佐々木だ、
確かに
親友の
佐々木だ!』

『滋子
さん!』w影の
やうな男は
呼んだ。
滋子は
ハッ
さし

る。

て立止
つた

そ
J
るるn

さう
認めた
瞬間、彼ば後から飛び蒐
って、二人の
面皮を

Sく5

『僕
です、泉です。』

引ン
購いて
遣らうかさ
考へた。が念に心の奥
から
激しく叱
『
SA、泉
さん?』

「E

置市
した、悪いこ

aは
知りつ

るさ

SPはA
られ
なかつ たの
です 、
そして 僕に取つて は、
一番

こ州型Sは

る

市や#が

『
馬鹿奴、令
更争
つて何虚に
勝ち目がある、汝が貧けた

作や

|リ*発

を

S2*湖+ゼを
棄てたのだ! 。」心の奥では
思う言べだ

患しい
最後の日が来
ました、
夢想だもし
なかつた
破綻の日

創一は
高い厳崖の
紹頂
から、
突落された
やうな親がした
が、
除りに鋭~
襲って楽
たこ
さた、僕は
怨まずには居
られ

念に前途
が武暗に
なつた
やうな心
がした。彼が満二
年間
が
pR』

の
外遊中、
1-
さして
忘れ得
なかつたのは
滋子の強で
あつ
『

..·
滋子は
宛然
失紳した
やうに、

立煉んだま、
動かな



「
いね、僕は貫女た
責めるのぢや
ない、
貴女が普の
貴女

『
滋子
さん、僕は
狂ひさう
です

……°』

に
返ってせへ
下せれば、僕は心
がら
喜んで迎へ
ます。』

夜霧はしつ
さりさ四造た
包ん
でるた。遠い用
向ふの
百姓

いね、泉
さん、
要はもう昔の
滋子ではないの
です、妾

|
リ

が急

家の
燈火が霧の中に
チラ
~
瞬いて
見記る

に貴男を
裏切つたのです、
ですから
何卒、此の
憎い姿た

………

|Rこ

『僕の今までの
唯一の
光明で
あり、
希望であつた
ものは失一
貴男の
思ふ
存分に
なすつて
下さい。」

『
では
貴女は、是程僕が
哀願しても、昔の心には
返ら
ない

き言ふの
ですか。』

くなつたの
です、僕の
研究の勘みで
あり、僕の
錯朝の
目的一

|も為く

で
ある
ものは
失くなつたのです、僕が
此感、さを言
つても

Tの
貴女の耳には
女々しい題痴さ
しか聞
ないでせう、愚」
『
許して
下さい、姿は
貴男を
愛する
資格の
ない女
です、何

|
れ
中

卒令までの
こざば夢さお
諦め
遊ばして

……。』

と

長

痴
かも
知れ
ません、
明らかに
愚痴です、併し僕はざ
うして

か

も此の盛、潔
よく
諦
らめるこさが
出来ないの
です、
滋千一

さん、今一度……今
一度昔の
貴女に
なって
下さる
なら
………

滋子は潜々
さ
泣き
ながら、
面る口では
決然りき言ひ
切つ

*リ
は

僕は何慶に
嬉しいでせう。』

『列り
ました、
貴女の心が最う
其成
まで奨つて
ねる
以上此

の上歳ら言
つても
無駄だ、
ちやア僕は
東京へ
錯ります、滋

f
さん、
或は是が富分の
別れに
なる
かも
知れ
ません、
何卒

幸編に慕して
下さい。」

顕
いる撃に力を
めて、
創一は吐切
れくに
言つた。激

しい
自貴の念に
堪へ兼れてか、
滋子は秩た顔に
押常てたが

|に

セ*
か

艶で消
於入るやうな戯歌の壁が
静かな闇の中に頭にた。

『弱い僕
です、
貴女の既牲を
責める
だけの勇織も費格も僕

創一ば最う凡てを諦
らめ
なければ
なら
なかつた。彼け令

る
Jr4
P

には
あり
ません、たド
貴女の心が普に
返つて
楽しい
希望た
彼の周圏た
包む時略
そのもの、
やうな
前途を瞳
めて、
激しく

|そ

か。

蘇、らして
下さる
なら僕は
湖足です、
滋子
さん、
何卒昔に

返って
下さい、僕は
哀願し
ます。』

別れ行~
自分を
思つた。一

『泉
さん、
何卒
許して
下さい姿は
別れても
一生
貴男な
忘れ

創一は
滋千の肩に手な
かけて、燃
る篠な心た思へた。

滋子ば誤
にひた
滑れた顔を
上げた。

『※
やマ

……』

滋子は追縫つて賞ったが、
其の言葉は最う創一の耳には

入ら
なかつた。彼は
急ぎ足に宿の玉屋へ
引返して
行った。

1
拡仙SP区
し~
欲き
ながら、

『何卒許して
下さい、姿ば……妾は
貴男を
欺きました、妾」

映溺
の
夜

は罪の千
です、妾は
貴男に
何塵にされても
厭ひません、何

それから一
週間の日が
流れた。
思へば此の一
週間が、創

1に取つては如何に
憂悶の日の連搬で
あつ
たらう、
忘れよ

11<
る=Q
が品も除り
悪く
なかった。

|4ト= こ

う
諦めよう
ざして藻
置けば藻
振く程、
忘れ得ぬ其の人の姿一

は
強く心の底に、
びり
ついて、追
へごも
去らの慨みの種さ

令館一の卓子の向ふ側に
腰掛け
てるるのは、
ナナの
女王

若くは
スター
を以て
許されて
ゐる
君子
さいふ女。
リv

『最う令夜は此の位でお
止しに

なつたら
どう?ゥ井
スキー
ばか

親友の
佐藤に
勤め
られて、
本郷弓

町にある
彼の家
一時の宿さ
定め、

りちや後が
堪り
ませんよ。」

凌非邸に
ある
荷物を其の方へ
移して

『
大丈夫、苦:いの
は
我慢
する

*器
障
ャリリ
さ~
ら

。

がね、酔挑つて
前後を登&
ない

さ
暮して
わた

る『
焦ういふ時は酒だ、酒は
身礎に悪

程度になつて見たい
ものだ、清が

sお
ないが最う一杯酎いで奥
れ給

いさいふけれざも君、
心持を韓換

く°』

p
ろには何さいつっても酒に
限るよ

僕は
決して君に
深酒を
勤める
諏ちや

ニv当
e

今夜は創一も
幾分か喚
いで

ないが、心機一の
方法
さして歌へ

「お、、
好い香が
するざ
思つた

る
だけだ、
無理に
飲んぢや
不可ない

ら此の花かい、僕は又君の
香水」

の句ひださ
ばかり
思
つてるた。』

y
Rたん

嘉落で
悟談な
佐藤は、
何時の
揚合

う
つ
じPrんシ

酔が
廻るに伴れて戯映口を

|
ートミ

旨
やる*
1に
草子の上の

にも
創一の
唯一の
味方で
あつた。

彼は
佐藤に働め
られて、
今夜も九

ch)

物

1
輪挿を投き取って
鼻先へ
持つ

段
坂下に
ある

カフェーナナの
赤い髪

こく

P来た。

簾を
潜つた。
其麿は
韓田
一郎の墜生一

『鈴閣の花
です4
谷間の
姫百合

|
かさ物ビ

を
相手にした
小さな
喫茶店で
あるが

って、御在じでせう。』

主人が
まだ墨生銀の脱けない文
撃露の新らし屋
だけに室の

ャ

かん

君手は=
ツョリき
笑顔た
見せた

調度
なども凡て、見た眼の
感じに
重きな置いて、
如何にも

近代的の
色彩を
施され
てるた。
給仕女も
主人の
親類ださか

1
も
JPY

いふ、
俳商西語の片言位は
喋言るやうなのが一人、外に

「
白き
純なる愛の
象徴
だれ。』トと

『
ちやあ貴男に
差上げ
ますわ、
衣糞に
入れて鯖
って
頂戴。』



械機富ンマネルエ

『
羅う、君の
純愛の
象徴なら
ばれ、5や
今日は
鯖る
さし
妙がそい
くささ尾いて
行つた。
察するに三人で芝居
見物に

ようか、
あッ、
脚元が
ふらつ…れ、
流石に酒の力だ有
い。

でも
行つた
鯖りた、健が送
つて楽たので
あらう。

9る

『ホ
、、お酒に
感謝して被
入るわ、
ちゃお
怪我たなさ

それぎ見た
瞬間、消
にか、
つてるた
創一の
譲妬は、又

リ2も
しe

ら
ない
やうに、
それから令度
被
入る時は、萎に
何かお花を

n
第S
上った。

(Sシ~)

拝
つて楽て
下さいな。』

『
ょし、
心得た、左儀
なら。』

全
世界
葛興離
誌界の
犠威

君子に途
られて創一ば
ナナた出た。

アマチユア·

ホトグラフの

リ

時計は最う十一時に近
かつた。
酔ひに
火照つた顔を、涼

像約を
募集し
ます

しい夜風に
弱らせつ、
歩く
心持は、彼が今
までに
経験した

常店は本詰愛
識者の
ために
此度全
世界に
於ける
寓資
雑誌

の
最大怪威である
英
峨週刊
寓寅雑詩

アマチュア
ホト
グラ

トが
P
開勤に他の注臨を許さ
9E
で同識

た我
識者に
提供
するの便を得
ましたので
此虚に御
希望の

ガ々
の操約た募り
ます

1さの
ない快惑で
あった。彼は
今更の
やうに酒さ
いふ
もの

有羅味な
感じた。
そして
酔って
るる間
だけ、
不思議に日

頃の
憂問を
遠い夢の中の
出来事でも
あるかの
やうに、
客観

同誌は御
承知の
如く一
週間に
一度
殺行し百頁の
美麗な離

読で
あり
まして毎就
アート剛の
参考
寓翼
八糞さ寓異家の

参考記が
満載して
あり
ます

的に
考へ
得る
こきの
有羅
さた
知つた

あ
0

彼の足は
何時か九段の
坂か
登り詰めて
靖固
紳社の東側な一

せf像
つてるた何
年間か
歩き
馴れた
其の道、
無意識に
運んだ

J.

し

足が、
何時さも
知れず
恩師後井
博士の邸前に楽
てる
たこさ

24

|

いこ
リ

認線リ
J1編
のみな
おわかち
するこさは
出来ませんが

半年分1年分
さして
御覧の
如く
非常な
特償で
ありiす

週刑

アマチユア。

ホトラグフ

豫約
半ヶ
年分
六
圓

|く)

に織がついて入Aさ
思つた。

不意に彼の後
から、
航魂しい
自動車の警節が
響いた

お

1

+
園

他

驚いて
横手に自た
避けた時。
自動車に
スル
~さ
浅井邸の
御
希望の方は
常店宛誌代さ共に御
申込み
下さい途本
は七

月中頃

本門を潜つて
行つた

名優
の

原書販
責

「Ap°
離
n?』

見るさも
なしに
親線をやるさ
自動車の扉ば
直ぐに
聞かれ

て中
から出て楽たのは三人の客で

あつた。
彼等は創一の見

常店は外固映
俳優の
美しい
原書及各
映霊の
場面映畜を

撒々
さ輪入ー
てる
ます目下各俳優の
寓宜が
殆ど
全部揃つ

てる
ます、
若し御
希望の方が
あり
まし
たら左の賞費に近

て
ある
こざには
づく筈も
なく何事たか
語らひ
ながら
玄関一

の方へ
歩いて
行つた。

真先に
立つたのは
滋千で
あつた。
それさ
並ぶ
やうにして

-皆機も
御存じの
やうに
非常に
美しくで

き
てる
ます、額入
さして

フアン方の部」

屋な
飾られるには
最も
よい
もの
です

-
四ッ切
入寸五分x六寸四分」

一枚に付壹圓五拾錢也赛留證料

○副◇定
慣

ち。

行:のは、新れも
ない
佐々木館、
その後
から、
小間使のお

拾四錢

エルネマンは御
承知の

通り
逸の
脅武で同計

製品以
全世界に於
下定

監の
ある
完全な
ょい機

くーグOBァプラナツト
F6.8鏡玉付

取枠三枚
アダプタ1付
国

見逃せ
ぬ昭

トトか+
-F68
出

取枠1三枚

アダプター付一

手札形
金参拾五

獨逸國
ェルネマン
曾計

此麿に
部載
いたしまし

た四
種類の
機械は
非常
へ
イグ
co

に
軽便な
もので御家庭

に
御備へになる
にも適一

トト*+A-F8盤出=

取梓
三枚アダト
a-付

名刺形
金式拾五皿

したものであり
初心者'

アプラナットE8鏡玉ザ

(く

ロペーター )

取棒三枚
アダプ&1付

の方にも
非常に使
ひよ

い
機械で
あります、営

商合は
多数の機核を線

入し
ましたが
非常な責

手札形
会

141HEK

雨

計

内地
衛造途料共
金六
拾八後

機械の力
にょつて
天候を
容易に
知り
得る暗雨計、

K

ロメエターが
獅逸第一流の富異機製造
合社ゴル

ツ社によつて
完成され
ました、本機は高さ五寸四

分、目方百
十匁の
顔る
搬裁よき美術品で
机上、書

強に
膨接室にも詠ぐ
べから
ざるもので
あり
ます

指針は銀歴によ
つて左右に
自働的に
動き
その指さ

4されたろ
場所
により御婚人、お
見榛にても
直ちに

天候を
知り
得る
仕掛に
出来て居り
ます

その
優美なる事さ
併せて買に墨術
参考品で有
ます

案庭に、
登山に、
海上
旅行に本機は
日常訣ぐべか

行で後僅が
凌つて
おります

勿論此に
御昭
介したのに
何れ

s十割の
閣税た股れ
てるぁ
もの

で
今後絶封に此慣でお
わかちす

こざが
出来ない
もので有ます

獨逸4力會社製

ベベーカメラ

イカ
計
特の
技能
を以て
製作せる
強珍
カメラにして一秒
より二

百分の一秒までの優耳なる
迅速用
シャターが
ついて
凡て
慌裁
優雅

『o
目P
あります

武拾五園也

定價内地
荷造
途料共
金六
拾五後

盗得、
朝鮮、
棒太
金八
拾五銭

アトム形

ヵールザイス

トAト

-C1F4.5
識玉付

新式薄形
金武
百

拾聞

名刺形>-
-F6.8
試玉付

落
式金百
六給五圃

キー2
トャ
KC1類

手ジサ
1F45
玉付
新式薄形

名刺形
金武百
六
拾園

取枠三枚

バツクホルダ1砲付

途料荷造費共
內地金六

拾五後
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セルフタイマー

自分で自分と寫す機械.

獨逸ョンテッサ-會社製|
金參圓五拾錢」国

1秒4りえ秒主でバッデ
使用

內地送料
金拾八錢|

(全長
四尺
四寸)金八圓五拾餞

|內地諡料
金參拾錢.

古y工ント印縮紙

|中板一打
*H=)と)

プロマイド

(同)金七拾五线

(同)金七拾玉錢

(同)金六拾五
錢

金
六拾錢
多ト

印
畫紙
各種

Yット荒目、大荒目
各種|

中板彩一打
金七治五後
性重了
江サ》
加里

四切形厚手1打參
圓貳拾经

同
手1打金貳圓八拾錢
臭素加里(ぉンス入)金貳拾五錢

A.P.MK
トャート 紙

年二7

r7xト

中板形一
打金五拾五
無水公》サ》

A.P.M トロr
マド紙

牢
光澤vット、
ン
各種-

中板形一打

くーカ會社製
金立

古》スス
金式拾五錢

「アゾ紙中板形一打」
金四拾五錢

口々ックス中板形一打

金五拾五錢

無水ア3ュサン|
金七拾五錢

SNム
Ns
カススクリン

器リて
何なる

カメラに

企七拾錢

新
最新印斋法
全書
金貳
圓
也

|
nkA婦眞術(英文) 品

酸性
才部!

|牛ぉ>ド四分、一

取
付出來+す

金六_拾錢|
同

金五拾錢
金参拾錢

金給

手札形用
「金季圓五拾餞

金貳圓參拾餞

金壹国參拾錢

內地送料金拾八錢

名刺形用

“金壹圓貳拾餞
セロフ於ックス日光
紙

1本

M.Q補力液現液の
使用)

四声》スス

ト
Hロ
-2
照像液

乾板、フ#ッム
十二倍

印齒紙十四倍
sLて
使用一

四方》スス

スト用

後

nkA
寫眞術(日本文)金式回

也

ャャミットロム、
金登国
盤

金壹圓八拾錢

金燈圓入拾錢
四色入中板形_金壹圓貳拾錢

水リイトマ少

|中板!打-
そb
ャート、
ー
ラ

金八拾錢

獨逸
製品

印詭水取帳中板用
金四拾餞
可伸寫眞術

ト
Ah

トトィンダー

手札形
上等

手札彩普通
名刺形普通一

上等》
サ1

名剩
四时

手札六时
英國
A.P.E會社

*+)

ときかンプ

(日
1y>用)
金壹

米國ィ1ストマン會社製|

石油7)
「乾板、印衋紙修驚繪具一

金意

寫真
問答

一

命壹圓貳拾錢

象印
P.O.P中板形金六
拾
錢

內地途料
四切!打金拾人

中板一打

金參圓五拾錢

金式国五拾錢

金
国五拾錢
認测國》
》Y>會社製

タンク現像器」

金九拾錢
一

未古1心现像液
11>ス牛
入
金六拾五
錢

三板一打金式
錢

*少クンク
名刺アト么用
金六國
也

手札用
乾板
》
名刺
手札
兼用

.1打用各內地送料
金拾七錢一

金拾
式國

金拾
六國

米國ェンセル會社製」

了ートコーナーー

ト2
三りJて印蓋な破損せー

如取にづし出來
優美な物」

「百枚入
一袋金警拾錢

トー

タイトル
か
ある記識を書き止

めるに叉植物
探取帳に~圓し

百枚入
一袋金参拾錢

送料各
金式

金八圓五拾錢

米國
41ストマン分社製|

1本

フ井心4、乾板指定一

現像
M.Q1
本金拾五錢

M.Q

|金拾貳錢

金七圓五拾錢

金參回或拾錢
P.M.C トロ
ャ
二號牛
光澤

1三號組面、五虢
無光澤組面」

「同四切形1打金貳圓六拾錢
體裁

|同中板形1打金六
拾錢

g
(神
トトュラ紙)

ら
-*

ッイト各

中板影

国
-ム
1-yロトイ

S-*

ッイト共

中板形一打厚手
金八拾餞

ー
-ク印維紙

中板↑打一
0.K印崙紙中板一打
金五拾錢一

べ-ッス
指定乱像
M.Q

1三本入
P.O.P高色液

金九拾五錢

金九拾五錢

獨逸ヶンhット會社製|

「普通丸形
金屬製
三脚

三段伸(全長四
尺寸
五分)]

金六

四段伸(全長
四尺
寸八分)
金七

五段伸(全長
四尺
四寸)

(現液のま》
使用)

四古》ス入
金四拾五錢

無水アリ
サ》

「金八拾五錢

錢
品

金七拾五錢|

無水〆ンサン」

獨逸ハヵ7會社製一

金玉拾五錢
メトIル(tンス入)金九拾五錢

くャと
ロキヘ>(同)金四拾五議

金七拾籛

n-
》之台+開色樂金參拾錢

平形五段伸最高級晶

1本

出S
ト)
AA
スカメラは富真暗箱及
シーャーターー
を以て
有名なる
ソール
ン
合計
製品で
ありまして
古く
ょり世

界に於ける第1位さ.て有名なる
反射鏡式ヵメラであります。

|心
ー22刃スに
後部廻轉式にて横位置或は縱位置の撮影が出來ジュニ言ア-
yービ極量近資
出され

だもので只後部の振違ひ
装置によ
つて横縦の位置た
自由に撮影する樣になつて居る違ひでありまャ。

撃態ビ十州R61
秒より一千
分の一
秒迄の
瞬間露出並に関

ターイームバルプの
出来る
フォーー
カール
プレー
マン
シャ

*-=P4締S
モロッコ革張り顔る
美麗に
仕上
つて
居ります、
片面
取枠三枚
バック
ホールダー付であり
ます。

本庄
商命
特別註交
ルビーは、鏡玉を
特に

ダルメーャー
にて
製作させて
附した
最も
御用の
カーメラで
あります

ルビーレフレツクスカメラ

T.P>少ク
F45就玉付(手凡用金式百入拾五回

1名刺用金貳百七拾五圓

7と多ス
F45)
K
(
手札用金成百九拾五回

1名鄭用金貳百八拾
五圓

{手札用金參百六拾五
圓

トとかス
F3>K付一

行刺川命
百五拾五國

と×

キームロン F45

邹違>ンk付
ック
F35
K付
手札用金參百六拾五国

心
メ中
1y7 ト
|手札用金參百六拾五圓

{手札用金貳百九拾五圓

2ン
KF4.5~名刺用金貳百七拾五圓

2×
キー

「新スビーデイー
F45
札用金貳百九拾五
圓

心メャ1 ダロ)
道
F56 」
K付
手札用金參百參拾五國

と
スキー
|
》ク
F29 付
手札用金
四百式拾五回

荷造及送料代
內地各金八拾
錢

ふ
1オワールビーレフレツクスカメラ

T.P
ックF45鋭玉付_手札用金貳百四拾五圓一

手札用金貳百五拾五圓

手札用金貳百九拾五圓一

トとジス
F45
玉付

トミ
KF3 艦付

達用。

化メ中1 ダロ>
F5.6

金式百九拾五回

手札用金参百或拾五國

X十新ス
ー
74-
手札用金式百五擔五國

外
メ中文》
不少クF.9
手札用金参百入拾五圓

心メ十如ロ
F4.5



Reflex
Cameras

カ
The Junior Special Ruby The Special Ruby
The JUNIOR SPECIAL RUBY REFLEX repre-sents the utmost value in low-priced ReflexCameras. Isadapted from the designs of our highest classNo other Reflex at the price embodies so manyfeatures the combination of which go to the makingof the perfect instrument.

and most expensive instruments and many of theirexcelling features are embodied. It will be foundto be lighter in weight and smaller in bulk thanprevious models. The finish is beyond questionhaving that chase appearance of quality usually
Outstanding features are--The Body beautifully leather-covered.Silver-surfaced Everset Mirror on metal mirrorboard.Hinged Top Hood etc.RUBY Seli-capping.Time and Instantaneous Focal Plane Shutter.Giving-Time Exposure of any duration.Instantaneous Exposures from to rodo second34'x24\ (64\ x9 c/m.) and pl. sizes.

only associated with the higher-priced instruments.
THORNTON-PICKARDTRIPLE XTENTIOn IMPERIAL MADE IN SIZES.31' x 24' 41'x 34' Postcard.64 x9 c/m. 9x 12 c/m. 10x 15 c/m.

THORNTONPICKARD
ALTRINCHAM ENGLAND

英
園

リルントン
倉融製

一
寫
眞

携帶
用

暗箱(中板用)

構造の
堅牢
比類なき
優美
設備

完全の
理想的
暗箱

携帶用
暗箱以
英國》w>トン會社製
歐米製\品艺Lて

※
1P
撃族の態
は左の
通りです。

警型さ
r1- の
上質を用ひ
蛇腹は純式の革製な

こビ総組S
して
優美なる

こざ他に
比類
なく鏡

玉座板の
動作
後部焦點梓の7本)等
自由自在 大る人

~基型理線管
響こて
必要
なる 設備一
さして
具備せ

中
1取終
兩面
三枚
三脚付

イ》《司
中心三段引
暗箱

金百参拾五国也
終国DミAム
食融製

シや
ターw
ロム球

金九
拾、 国也

金拾四回五拾錢也

金拾五
国人拾錢也

金拾六国入抬錢也

金拾七国玉拾錢也

一
时光用

:時用

部国>ミ)ェン
舎融の
シャ

ター

にて
使用
永き

線くQ
ため
1般
はり賞職

を

PR
がす

11

金式国五拾錢也

荷造送料共
内地
金就拾入錢也



Time P Field Camerasand
Instantaneous
Roller Blind
Shutters

THE FIRST ROLLER-BLIND SHUTTERto be perfected it easily maiintainsas being the most reliable for use before orbehind the lens.The standard pattern is beautifully constructedof finest mahogany and is finished in theighest possible manner. It is made to fit The IMPERIALHood or belhind.For Lenses up to 6 in. diameter The IMPERIAL inaugurated the cra of a triple-
FOCAL
PLANE

extension camera at a low price-it led the wayin simplification of camera manufacture andstandardisation of fittings. Its strong yet lightTHORNTON PICKARDSHUTTERS framework ong extension wide front deepwide - mouthed leather bellows side swingFOCAL PLANESHUTTERS. The WITH ADNUSTNE independent rise fall and cross movement ofbest type of Shutter lens for wvide-angle wrork are amongst someofthe striking improvementss which have placeding Birds. Animalsin motionMenleaping or jumpingobiects
and which maintain it in the forefront ofphotographic apparatus.

No.1.-The original model simple and efficient.Nos. 2 & 3.-Improved patterns with all adjust-ments on the outside.THE RUBY.-The most perfect Shutter made for alofanyduratio Toth to Tooth sec beside time
Sizes up to

15x12 inches.

THORNTONPICKARDALTRINCHAM ENGLAND

据逸國了
少含社製

組
立
用

暗箱

結極な器目
三も最も
完備した
工場に於て老報なる
技工が
製作

SPRがャ
から
その外親は殆んご同機であり
ますが、使用さ

ト
ATー
R%
ラ

haA ト)hー
かゼ

海高真 班の
最も
多く
使用せ
られる も

Sで活速を
要する

スケッチ 高演御操に
※製
国て
世界最高

つょある
うちには
富商合 の
細密にして
完全
巧妙
に関して 堅率なる

ーP
申1彼の
認め て居る
もので
あり
ます、
露店は連月入

こざがわかり ます 。
何卒
信用ある常商令
製品を御用命下さい。

P

品を取援つて
居り
ます。

衛造趁料共内地金专圆參拾錢飞す

中板三段引

各了本か二材雨面
中板二段引

职棒
三枚
三脚付入切
二段引

四切
二段

金七
拾
四也

金六
拾圆也

金入拾五圓也四也

手札用Ar

-F45H
金式
百五拾國

kh-
F6.8

英國
メ中1 會社製

金式百四拾五间

Kト
SP

チク二
類高能鏡モ

中板用

四番中板用

五番
大中板用

x千加マチ少ク鍛天
江風景
人像酵物何仁飞も 通了石踢能鏡玉で的

H々つ
国のみ
にて
抜影の
特い
最近流行の

ソフト
フォカス 式さ

国
HS
リ
撮影の味間は二倍大の物を取扱る事が
出来ます 。

金八拾五固也
九、拾
面也

LAr -

F4.5HE
金参百參百五国

kh-
F68
e金百成 拾五国

H
三

PAH

ルノックス

最大
極度迅適儀正
金
四百四拾五圓也

望遠鏡
玉
(
手札用)

>ト>
AsK *
ラ
2AS ス等に
使用する
好適品。

金百參拾入圈也

小
寫真機中の最大
迅速女石么

>基Aら
EF29 なるな以て制物

S
戦端国さK
テー
ジライト
にて

器ャ
e2J
まし
ました、然

2
最近除入されたる
エールノツ

AK
鏡王に賞に
従来管て
其の類

金百或拾五個也

SNENA ス
鏡玉
T4.5

金六拾五國也

金七
論國也

手札形
中板形

最近の
製作發賣“唱で常店〈先第一着に入街いた人ま~た本鏡玉区

*2と-
ムトンド 等の
ソフト 鏡玉さ又越の違び人像撮影に関は云

るを以て 解場、室内の電燈の悩み
る得ない
奥ゆかしく 、
がい
ソフト
富浜が得
られ
ます、人像富真

リア
監国
管理会行ふて、瓦県板

2
作る成力な有
するな以て、我込
業器率の
1個
必要さ
する 健玉で
あります。

振低域が期拓談され
ました。

H2AKA - F.
2F4.5

U1

D-F4.5H

十五 番月中
板

十六番
大中板
金百參拾國也

金百入拾五國也

ャにビ
湖度は五信
なるが故
F45
送鏡玉 の
不可能 さ
する所に
成功し

明快鮮般社石原板和作号
如何程にt
引伸す!其
描寫力
影響せ中
右記の
外貌玉江
各種取捕申Lて居ります



義錢錢 錢錢 錢錢 酸
ハ 種類4ース トマ ンアグファ4952
キ A 1.1 5 GOERZ

此螺
記載いたしました機誠:米國
41スト
ハ如社製

に
非常に輕傾なんので御家避に}

三書

の
6
ン

お=命る6リも
非常に
使る

4
黎城であっ
す當商會这多

數の
機械な輸入L主しだが
非常、RR說玉付一

|な賣行で後僅。殘つており主す}

米國
41ㄡトY>會益製

べストポケツ

「オートグラヒ
ック

獨逸*1フYン會社製

ベラ
ックスカメ
ラ

(手
札彩)

(乾板少
7井ル么玻用)

此のカメラビ普通
手札形:て

“荷造途料共
金四拾貳錢11段伸び蛇腹を有L
容積小にし

て暗箱は黑革張りにして外親領

曲n>-
+-
=1金

4211百五十分の1秒*でイ -獨逸國hッッ會社製一

大ートクラヒック

ト7ウニーカ%7

(名刺形口1 シ7#ル么
專用)

合参拾
叫

夕ローテナツキスカ
ラ

各取枠三枚付パク

4
心外使用

ng
ック

金屬製片面取枠三枚」

KA
F7.7
玉付过
少クア

ナスチケマ2ト鋼玉の
シ

ーター >

paP ャ1

の近より潟す
か%出來、懿術

的寫真和之り灵̂过
部下

とト
ト*
とを用ひか人像

心最も近《に寫す時
发出來す

2トーF45
玉付

「
特價金百六拾五凰也1二段伸にて複寫~
出來まャ
ha

く一トラン
F6.8號玉付

特慣
金九拾玉圓也| 少會社最高級のカメラで御座い

す。
中-
》
x1付に

P1秒司
二百五
十分の→秒去

它御
使用が出來去す。

2人P-
F45號玉付

来國
41ストY>
製

R
ームコー

金百
九拾州

一

(名刺卷7#心么用)

从为
-F6.8
玉付

單玉
一命或
拾
圓

金
百八拾圓

手ナスチケマジ
-F63黑玉付
一

金百式拾五國

各衢造送料共_金七拾四錢|

內地胥造送料金四拾貳錢一

獨速》テ少サ一
會計製

un
力
メ7

(*Kート#24 用)

此力メテ过最小形のカメラに

同RR鏡玉付金貳拾五圓至拾鲮て携帝に至便、而
最其の寫」

同
F7.7 玉付金参
拾力国
其之撮影する二艺和得去す。一

い金五
拾
圓
厳々密なる試験和經て販賣して一

居り去す。而!て本力メラ用の

tバー用
黑墨什隐金壹圓中錢
74ッ4に八枚續きの~のです

獨造王
本了》會社製

へイグ二類
七號

(名
刺形)

(乾板少グフ#心么
兼用)

H
>
せ需特の
技能な以

てケ同気し~
製作された甜動ヵ.

メラにこてぃント爾干にニ完全一

なH覆を設けて集點な覗くのに

-4製器革張にして外觀頗る佳
至極御
便利に出突
容積小さく重

naー
+-
(1秒4り11
量三百匁の輕い氣の利いた
體裁

命五
拾
或回
百五
十分の1秒や)
付sY
雅な力メ7であ可去す。

金零製片面取枠六枚バッホ

2-=>+-一秒より三

百分の1秒ミで舵腹二段伸に

て複寫~自由に出來nす。

rKト單玉付金晗九圓五拾後

同
K.A69
一

力ーデンケモテ心。

各諡料背造賃共
金貳拾八錢

貓返》テジサ-會武製

フイデユカ(名刺形)

(乾板对少7井心么旅用)

「此ヵXラは二段引蛇腹た有し

容積小にLて暗箱はァッミニュ

各
黑袍

91 ズ付

單玉上ナ
F63玉付

atatata
ta

米國才- スト>會社製

|ボックスカメラ

6
被
江米國才1 天下マ)

「會社が
小學生のたぬに特に
製造

J
6
でホ-

デラゥニーさ同じ明るさの鏡玉」

付、
二號プラゥ
1-用.

名刺用
御
贈答用之とて本機心お進的致

金拾九圓五拾錢|

ヵーッ步ィスF45鈍玉付一

>+-1)

メーシャタ1付
居ります。

「取枠片面三棱-
*》ク本心ダ1付

上ナ
-F63
玉付

「
特價金九拾
五圓

荷造送料共
金拾五錢

金百参拾五国

各胥造送料共
金參拾入錢

nA
上用星付袍

手提用

金六圓五拾錢也

D.A. F6.8 號玉付

金
回五拾錢

「
特價金七拾六圓也

ス
ク

ー
リ
ン

名刺形用
金壹圓參拾錢

YRト用
金壹圓參拾錢

內地送料金拾八錢

フ井ルム乾
板

完全なる
風景
人像
靜物に
は

「陶器平
バツト

名
刺手札

中
板

入
切
四
切

立八り名利半打用1打用

ロールフ井ルム

スクーリンを要辶ます

.スクリーンの使用は最も
簡單です

金拾
玉
錢

金
貳拾
五錢

金五
論綫

金壹圓六拾錢

金貳圓え拾錢

寫眞機にxヶ
91yかつけて

お寫.になれば、如何なる効果一

るるるか、そ门は誰し!$くお

写っS

リリこ
ますが、
フ井ー

|2
、乾板に間違つて寫る色-

の關係を眼に見Sるやうに正し

~寫すにあるので藍や、青紫等
の四種が一組さなつって居る物に

6色の多いtの
工
是非此のス
ビ商能式

9ーン和用石二こ背空に浮

ぶ自い雲たハッキ
寫L出す爲

めや、遠い山な明かに寫す爲め

雪景色和完全に寫十爲め等には

是非スァッ1ンか
必要之~ます

而Lて、の使用法は簡單です。

唯露出時間た少々
永くければ4

36Pャ。
六倍さいふのに、
六倍の
露出時

「間をかけるここ加云ふのであり

ャ

1吋四分ノ1
參圓八拾錢

「內地諡料各_貳拾八錢.

べラックス|

n631co

スクンリ組合
せ

金意
國拾錢

金
回參拾錢

1倍牛、三倍、
六倍、中スァリ
手札」
金壹圓九拾錢

金貳圓最拾錢

1吋四分ノ1
五|

1時华
11
時

1三时

牛打用
1打用

中
候牛打用

1打用球命貳国五拾錢

|金貳圓七拾五錢」

六圓五拾錢一

|八圆五拾錢
拾
式
回

內地途料
貳拾八錢

米國イ-ストY》合社製

マスト彩用金壹圓九拾五錢

ァロ1ー彩用金貳圓八拾錢-

ウフエキストラ乾板

(-长-ド赤札さ
使用法同じ)

電赤黄

ト44形
名刺小彩

名制大影手札形
*ス上形19x12 合板形金壹圓六拾五錢

中板形
金六拾五錢

金七_拾五錢|

金入
拾袋

de金收國六拾五

金五
拾

金五
治錢

セルロイドバッツ『

手札
中
板

「原板掛(各
打用)

手札中板烧
神通名制手札

中
板

上國手札
中板

獨造了
少會社製

整色スクリン

金四
拾五錢

金七
拾

金成國 式給

|各種共
_金九圓八拾錢

本
スクリーンく五倍、六倍の一

れは
文字通り空を完全に寫す
種あり取付けにネジ込式知
t-

だめに必要なもので中分白硝子
2Yー用
各種
御座いす

スカイフ井ルター

金参
拾五後

金四
拾五錢
ハウフ整色乾板

手札形
金
丽
拾

格(其品)

ハウフウルトラ乾板
)国
百度)
金
四拾

fルホード赤札乾板一
金七
拾五錢

金壹圓貳拾五錢

金就回七拾錢

獨逸ヵ1ずイス會社製|

牛分江
黄色で司三云寸
雲。

富士山 等か完全に寫される時に

最適しャ、假格は下記の通|

Pあります。

獨逸ホ1 フYン會社製
27
ッ
クス

(整色スクリ1 ン各種)

神獲器
ビ最何なる
カメラに

心取付け出來主す。左記品这ス

91 ン
中スクリー ンの雨方

使用
出來得ゐ物
1时半

「整色スケリン

金参
拾五德

金五
論給

手札形

十三番名刺金拾圓五十錢

十四番
手札
金拾
式回

十五香合板金
试國

「十五番中板H金拾圓
给錢

金七

ト44形手札形
中板形

給
金九

現像ハシ(竹製品)

一本三付金式
論
錢

修整三ス
金老
给五錢

修整く》
金人

修整鉛筆各金
貳拾玉錢|

金七

獨
進製SN

N
カース

又クリン

一萬能式にて
如何なるカメラに

4ーズトマン
ユニバーサン乾板」

手札形

取付け出來ます

手札形用一

佥壹圓參拾錢

金貳圓七拾錢

金參圓五拾錢

中板形
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1

1

米国
ャード とr)
出

-と
士是

A企出

少タ1
高速度
活動寫真搬影機驗人
元本庄
商會

營業
家用
娛樂
家用共汇

多

種類を
豊言
に

撮影後映
寡機と
その附層品は一

本庄商倉の
活動
寓冥部へ

〇常商の活動
富
武部は
全照の映
畜曾証撮影擦から

絶ねす
御用命な願つてゐ
ます、活動
富箕の
撮影機さ

映富機
およびその
附属晶ならば是非1度御紹介下さ

い、
微業家用娯業家用共に多
種類を
豊富に
用意して

居主す。
○地
唱点筆べ

=
ターフ 井ルム 路戦撃

は撮影揚には必ず、備へら
れれば
ならぬもので欧来

穂ての
撮影場は
何れもこれた用ひてる
ミす、又撮影

機

アンデルピーは
ニュース物
撮影に
適したもので新

聞就撮影揚等に
用意されつ、
あります、
機械は二種一

ありきすから御入用の際は御
紹介
下さい。

○年へト-
ンフ井ターも多数
入荷し
まし
最器

監督撮影
技師の
方に々は必要なもの
です、フ
井化ム

に
感じる色を見る事は
活動宴浜或は
富箕を
撮影され

*お
219
必要な物です。

米圏
ブレイ歌育
映書
曾特作品」

の
順序を
最も詳一

奥さんでも
坊ち
やんでも

教育

映書
の

貸付

開始

世界
最大の
開車

と
その
物語

世界最大の機闘車で私等は華
機を多
種類用意して
居り
ます

奥さんにも坊
ちやんにも誰に

も
出来る
簡軍な
活動寓箕の
映富

買況から油になるまで
な、
映書一

海の

出来事

「夏の海は
如何にも
平継で
あに1
更に
油田の
眺態
油田の
火災
所に
入つて
ゆきます。
そしてそ
勿論
興業用の
フ井ルムでも即高

ったがこの
秘かな
海中では
無燕
況等之れ亦
詳細な
タイトルで
の間
その
技師にこの
機関車に_しに
なる事が出来ます、御家庭一

悲な
掠奪者は無邪航な顔をして

おもしろく
設明してある批親
極

QeSPGがPその
罪惑を愛
見りなき映書であります。

こる
』
ぶ

イトルの一

部に
就明してゐる如く灘中に於一

お
激額(S
で)が知何なる
建
がぎ長
市民は大
P数ひ
ました。一千曜の微道を

悪親な手段を弄して帆出貝或は
の光を裕する事が出楽
なくなる

始牡螺な
苦しめFつ食
ふかき云
で
あらう、
この間題の
解決は如

ふ事、
街叉
水母(
くらげ)の
儒香
何に
すれば好い
かき云ふ事が買

者は
如何に
精巧なる
武器を持て
現し得べきものきして映語に現

魚類を捕獲するかき云ふ事をそ

の
水中
撮影
による
賞況さ
其毒液
ホ1
タン鳴まで
同市を
搬張せ

誕の分解園から
認くな
詳細に武
ればならない
それは断くして行
な
努力さ
多額な費用を
投じて最

明して
あり我等が且て
想像もし
ふ可きであるさ海中
工事、
防水
も
優秀なるものを
製作するろ事を

なかつた
海中の
出楽事を
撮影し
函建壁等々々
、脳に依つて
都市
目的さし
てるます
映書には小塁

たもので新く完全に
フ井ルムに
計書を
示したもので
我の々前に
生の方に々も
容易に
解し得る戦

敷められたのは
此映蓄が
最初で
は
組育市が
更に大
艇育市さなつ、明を
書面々々
に
附してあり
風景

SR
り回シゼ
って
ある位診て現はれます。

S
感権であっり
す。

悪S
ロート
AK

現在は
石油庫が
後見されて非
楽たか、
如何にして
石炭層を探

常に多くのものが
吸出されるか
索するか、
探索した
炭坑を如何

その
以脚は鯨から
精製して油た
なる
順序にょつて
堀り下げ
採掘

こつたものである事を
捕鯨船の
するか等石炭が市に
運ばれる迄

SH
書臨=
なき
ます。

1盛が備へになって
いろんな

の
機関車は或る時人を難きまし

た。
或る時は馬車む跳れました一

或る呼に幼
見危~雑
殺せん
さし

監盤を
盛城やにるこざ も
愉快な

不可思議の
市紐育一

羅育市は登達するに従
つて大一

う
保売

きかがャ
一
常に
痛快な映術

六百九十三霊形

本庄
商會

活動属
真部の
映書

映高製作に賜しては常に
非常

金或国
五拾
綾也

(下#
41
付)

七百二十一
就影」金方間

五拾後也

(ト+
1
=)

七百二十
二號形。 金七國五拾錢也

(下#
241 ]そ付)

七百二十三盤形-金九
回也

(7井ルム二本付)

七百
二十
四號彩金拾七国五拾

儀也

(Nサミi
=)

霊には
地園歴史の
一部を
附し書

面に
合した
染色
施して
ありま

す
から
教育映
ては
最も完

点さp6
黒
されて
居ります

之等のフ井ルムは
販衰も
貸付も

致しまから
御照
下さい

七百
二十
五號形

黒き
太陽(
石炭)

その昔石炭層は
如何にして出」

金拾九側五拾
綾也

下サ&411

(幻燈蓄六枚付

七百二十六
震形金参

拾玉
回也

ト#
41|4

(
幻燈書六校付)

内地
途料荷造費一個ニ付一

約金四拾
五儀也



らか部毒販信通 。

いしく美で筒高 CRTURE
TRADE

ムバルア ルャーロ 樺楽 朝太濁鮮 地ムバルア用庭家
200タ迄 45

迄 55
匁迄 65

| 800 迄 75
1000 匁 85
1200 迄 90
1400年迄 95
1600 年 迄 100 | 81

且丁 道 町元 市 會商 庄 本 然原械機翼寫動活料 原械機其 寫

御
註交に

先立つ
て

御一
讃

下さい

本誌。

輯余
晴らL。發展ぶ可

一、
註文書は
何卒御
明瞭にお
認め願ひ
ます

常武の
替梁
方針は
絶て
現金で販資
する
代り出

来
得る
だけお安くお願する
主義
ですから
品代

金はなるべ~前金に
お願い
たし度う
御座いま

す、
運賃
荷造共
充分御
見積の上御註文書さ
共にお願申
上ます、又御
都合によ

り
代金
引換小包
にても
いたし
ますが
これば
普通
小包
よりら
多少
運賃が高くつ

t
さますから
なるべ~
現金御没り
下さる方がお徳で
御座います。
代金
引換
小包

の
場合は1三
分の一
以上の御見込
代金を御途金下
さます機お
願ひ申上
ます

¥こ、
振替貯金で御途金の時は
大阪三三四四六番
本庄商曾宛にお
願ひ申上
ます

振替
貯金で御
途金部
註文の節は
別に御
註文書の御
送開たお
願申上
まず。
時々

振替貯合
排込
用紙の
裏面へ
御用向を御
書きに
なり
別にお
手紙で御
註文書を

御途附
下さい
ますため重復するこさが
御座い
ます
ぐうそ御
注意
下さい
ませ

振替
貯金で御
途金の時は成る
べく
其受取
用紙を同封して御
註文書を
頂きたう

盛いがャ*
替貯金は他恨よりも二三Hも
入金通知の
おくれる
心配が御座

い
ます
から一日も
早くお
手元〈
品物が着
する
ために
はざうぞ
前部の
通りに御

編輯者
一同は
大いに
忙しく

JPQ
がャ和盤の御
後援の

大さe
リリ
国度に
感謝し

游電
商
電話

*=る
振JS
試みさして

流行の
クロス
ラードを
掲載

して
魔く
皆識のお
たのしみ

器営やの
勢リし
ましたご

*
uJ~-
藤募
下さい

lil 60

毎脇
装紙を石版四度
刷にし

てゐ
ましたが、
月は
丁度

夏に
入る時で
あり
ます~少

しく
涼味を加へた
意味で雷

商命技術
部員の
撮影した日

本
アルプスの(
滞岳より針

の木
および
アルプスの
頂上

ね)6健域版にし
まし

に
S
トトスも赤よい

6P6
つがャ、皆の中

P
三由演ば
味な
もたれ

*方P:城域が出来
まし

た終は本語の
だめに
御答

ニ
S
に
築術富真

番番

願ひ申上
ます。

三、御
註文晶に封しまては
前命御
送開の時は
途料荷造
費
など
充分御見積
願ひ
ます

代金の
過剰の時は
時々
便法で
お返し申上ますが
不足の
揚合犬れも
少額なるさ

き態々
御途金御
面倒の事さて
往其々に
なります
ここ不静御註文晶
によりま

しては
到底
立ち行か
ない
ものも
御座い
ます
何卒御野賢察
下さい
まして
充分御途一

金の程御
顧申上
ます。
左記
運貨を
示して
御座います
から御参考に御
顧申
上げ

活電動御寫影真一技O術八

四、
慣格に
つき
ましては
充分御注意
いたして
居り
ますが腐一高償の篠御
見受の節

は御
注意煩し度う
存じ
ます
充分
取調べまして御譜足の榛御計ひ申上ます
どう

そ
何事に
拘らず御
遠慮なく御
注意な煩し度う
御座い
ます

書留
小包
郵便弧賃

神据

器
った
本誌に
掲載

の分には
薄謝を
呈し
ます

內地一8
|8|5
|8|ド|&

夏の御旅行に
韓月へ
御起む

に
なつた簡に
是非常
商命を

1度御
訪れ
下さい、
そして

當
商會
活動寫眞部寫眞部之

1国-
時
を
切望
しま

8
88

ロー +̂
ト
么过米國

トト-ロ)*

NKYAA

*イEト
4
製造傘だり

~P率監線16秤ある大工

場にて
製造むた
もので
あり

まして
非常に美廠麓
精巧に出

来て
おり
ます。現代
寓翼愛

好家皆株より大愛御
好評を

賜り
常に
多数の郷
註文た受

SPR6P
あります。

表紙も中も
極上等の純黒の

紙を使つて
あり
きらす故
寓異

か御貼りに
なれば
一層
よく

寓異が
引立
ちまao

各五十枚綴
手札用

金
四也

中板用
四寸
五分x
六寸

金管間五拾儀一

入切用
綴込式六寸×九寸
命參回入拾錢

四切用一尺×
入寸五分」
金五間入拾儀

四切用
綴込式
同金六四五拾錢

内地
荷造
途料共一

中板
手札各彩

1册金拾
入
錢

入切
一册
金参拾六錢

四切一册
金参拾六錢


